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　どうして人は戦場へと向かうことができるのかを問うことは，むしろナンセンスかも知れない。
人が戦場に向かうのは，そこが殺戮の場ではなく，理想郷だからである。そこに向かうことが夢
や願望を充足させるからである。
　人は戦場に，殺しあいのために行くのではない。よりよい生活を確保するために，家族がより
豊かな生活を送り幸せになるために戦場へと向かう。
　だから戦場の物語には愛がある。恐怖や憎しみや殺戮を越える幸せがある。
　だから戦場へと向かうことを，人は止めることはできない。物語の領地化としてある文化を生
きるわれわれは，愛する人のために，愛していることを証明するために，戦場へ向かう。多くの
物語に登場する主人公は，不遇，災厄，敵と戦い，やがて故郷へと生還するように，われわれは
物質的なあるいは精神的なハッピーエンディングに向かって移動する。
　物語から逃れて，生きることはできない。人であることの認識も意味も，物語から得るものだ
からである。文化は，物語を領地化するための移動において構築されるからである。しかし，
ハッピーエンディングな結びに到達するために，そのために暴力の行使を避けることができない
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〈Summary〉
  It might be meaningless to ask why we go to battlefields, as it is not a venue to kill 
enemies but a promise to fulfill our ideals or desires. We go there for defending our nation, 
protecting our family and having dear partners feel happy.
  Protagonists in narratives often fight against natural disasters, cruel enemies, and 
return home in triumph with welcoming appraisals as heroes. Like these heroes, or having 
heroic narratives in our memories, we move to the imagined happy ending, or our safe and 
comfortable territory.
  We cannot escape from narratives; Culture is constructed in the way of our 
territorializing movement to the destination. Then if we cannot avoid actually committing 
brutal violence in that cultural movement ― any narratives aren’t tainted with blood but 
cultures are ― battlefield narratives must be kept deconstructed.
  The present thesis is on an American sniper Chris Kyle who was shot by a veteran 
Routh suffering from PTSD. Focusing on Kyle’s death, mainly the three different genres of 
text are analyzed ― Hardt’s Empire of political philosophy, Chin’s Datsu Teikoku of 
postcolonial studies and Hattendorf ’s The Cats of Mirikitani of cinema.
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とすれば，戦場に向かう物語をどのように再話することができるかどうかが問われなければなら
ない。
射撃手クリス・カイルの正義
　かつて海軍のエリート部隊シールに所属していた，射撃手クリス・カイル（1974年生）は
2013年 2月 2日（土），テキサス州のフォート・ウォース州から南西 80キロのところで射殺さ
れた。シールと聞くと，ビン・ラディン追撃を思い起こすが，この部隊にカイルは 1999年から
2009年まで所属，2003年 3月末にイラクのナシリヤへと向かう。カイルは反乱軍から「ラマ
ディの悪魔」と呼ばれ，首には 20,000ドルの賞金がかけられていたほどの射撃手だった。勲章
のシルバー・スターを 2度，ブロンズ・スターを 5度獲得した凄腕のカイルは，地元の退役軍人
エディ・レイ・ラウス（Eddie Ray Routh）に，射撃場であっけなく射殺された。1974年に誕生，
7歳ころに本物のライフルを手にし，カウボーイか軍人になることが夢だったカイルは，妻と二
人の子供を残して，38歳という早すぎた死を迎えた。
　海軍によって，160人は狙撃していると公表されているカイルを，戦場へと駆り立てたものは
なんだったのか。それはラウスをカイル射殺へと動機づけたものと同じなのか異なるのか。負傷
退役軍人について，同情ではなく，あるべき自己，つまり，同等であり，英雄であり，社会にた
いして大いなる価値をもっている人間として扱うべきだとカイルは言う（Kyle 490‒91）。アメリ
カの英雄としての意識を取り戻すために，そのためにカイルは，戦争のトラウマに悩むラウスを
射撃場に連れて行ったとすれば，いったいラウスの発砲は何を問いかけるのだろう。
　テキサス州のタールトトン州立大学では牧場や放牧管理の分野を専攻，妻と二人の子供のため
に退役，やがて退役軍人のための福祉活動，NBCのリアリティ TV番組 “Stars Earn Stripes” に
出演。俳優の Dean Cainとペアを組んだり，“Working as a Team” では，Grady Powell（Green 
Beret）や，ダンサー，モデル，プロレスラーとして人気の Eve Marie Torresらとともに戦闘
シュミレーションなどに上演する。リアリティ TVに出演し活躍するカイルは，映画『トップガ
ン』（1986）のトム・クルーズ扮するエリート戦闘機パイロットを連想させる。2011年に，NHK
は BSドキュメンタリー『ターゲットビンラディン～奇襲作戦の全貌』を放映したが，ビンラ
ディンを倒すシール部隊の映像はさながらリアリティ TVである。NBCのリアリティ TVでは，
最後に，軍用ヘリで空へと向かうチームの映像の下に “mission completed” の文字が見える。カ
イルはさまざまな映像断片が重なるなか，英雄として物語られ記憶される。
　戦場で，イラクのナシリアで，はじめて，手榴弾を持つとみられるイラク女性を射殺したとき，
カイルの行為を動機づけたものは何だったのか。ライフルの引金に指をかけたとき，カイルの脳
裏にどのような思いや光景がかすめ過ぎたのだろうか。
　カイルはテキサス生まれのテキサス育ちである。テキサス・レンジャーズ（Texas Rangers）
は，アメリカMLB，アメリカンリーグ西地区所属のプロ野球チームである。本拠地はテキサス
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州にある。しかしテキサス・レンジャーズという名称は 1823年に結成され，オースティンに本
拠地をもつ自衛組織を連想させる。レンジャーズは政治腐敗，暴動鎮圧などテキサス州政府を守
護する役割をはたすが，たとえば 2001年の映画『テキサス・レンジャーズ』は，1870年代，イ
ンディアン，盗賊，開拓者が，それぞれの願いを叶えるために戦っていたテキサスの無法地帯を
舞台に，この地を守るために誕生したテキサス・レンジャーズを描く。ウェスタンにおきまりの
勧善懲悪で，まだ未熟な若者リンカーン・ロジャース・ダニソンと仲間たちは，悩みや挫折，仲
間の死を乗り越え，極悪非道な悪党ジョン・キング・フィッシャーに敢然と立ち向かう。あるい
はさらに 1990年代初めに遡れば，どこか優しさがただよう Chuck Norris主演の，テレビ・シ
リーズ “Walker, Texas Ranger” がある。
　カイルは 1974年にテキサスで生まれ育った。州境をメキシコにもち米墨戦争（1846‒48）では
渦中の地域として知られるテキサス州の治安と平和を守るために戦う男の物語を身に刻みこんで
育ったにちがいない。断片化されさまざまに交錯するテキサスの男の物語をモザイクのようにし
て，カウボーイか兵士になりたいという，カイルの物語を作り始めたにちがいない。ライフルの
引き金にかけた指を引こうとしたとき，カイルの脳裏に，テキサスの男にかさなる自分の姿を見
たのだろうか。
　カイルは自伝 American Sniper: The Autobiography of the Most Lethal Sniper in U.S. Military 
History（『ネイビー・シールズ最強の狙撃手』）において，強い正義感をもっていること，その
正義感は父親譲りであることを記している。大人になってからは，言葉では言えないほど，父親
の「正義感とフェア・プレイ精神」から影響を受けたとも言う（13）。
　家族を守り伝統的な価値観に敬意を払う，強い正義感をもち神を畏れるカイルは，7歳か 8歳
頃に本物のライフルを持つことになるが，銃口をはじめて人に向けたのは，海兵隊を，アメリカ
人を守るためであり，決して悪を赦さないという正義のためであった。神，国，家族をまもるこ
とを信条とするカイルの指は，はじめてイラク女性に向かって引かれた。
　シールの狙撃手としてまだ充分な訓練がされていないときであった。ある朝，部隊長がカイル
にライフルを持たせた。それは自分を試すためだったのかどうか，とカイルは回想する。ライフ
ルをもつ感触は少年の記憶と交錯したのだろうか，ともあれその朝，シール部隊は，町はずれで
海兵隊の通過を待っていた。砂埃や紙切れが風で煽られていたが，まるで下水道から立ち起こる
ような，馴れることのない「イラクの悪臭」が辺りにただよっていた（3）。「海兵隊が来るぞ」
と部隊長が言い，建物が振動しはじめた。望遠鏡ごしに，女性とその傍らに子供が一人あるいは
二人見えた。10人ほどの若い海兵隊員が軍用車から降りパトロールを始めた。女性は衣服のし
たからなにかを引っ張りだそうとしていた。手榴弾をセットしようとしていた。中国製の手榴弾
だ，撃て，と部隊長が命令した。海兵隊が近づいて来た。それでも逡巡していたクリスに向かっ
て部隊長は命じた。それがイラクでの最初の狙撃だった（3‒4）。
　カイルの狙撃は，歪んだ心根をもつその女よりも価値あるアメリカ人たちを救った。明白な良
心のもとで，神の前に立つことができる。カイルは「私はその女がもつ悪を，心底，深く憎ん
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だ」と言う。
Savage, despicable evil. That’s what we were fighting in Iraq. That’s what a lot of people, 
myself included, called the enemy “Savages.”（4）
　敵は野蛮人であり悪魔だから倒すことが正義，だという価値観は，中世の宗教戦争の時代から
受け継がれてきた英雄主義でもあり，しかし今でもアメリカの日常を形づくるイデオロギーであ
る。東部インディアンとの戦闘を正当化した大義，西部を領地化するための闘いを正当化したフ
ロンティア・デモクラシー，テキサス共和国を守るために戦ったジョン・ウェイン監督主演の
『アラモ』（1960）に浸透するイデオロギーは，テキサスの大学の友人たち，カイルの家族，やが
てシール・チームの仲間たち海兵隊員たちによって共有されている。
　あるいはここでことさら，スーパーマン，スパイダーマン，バットマンといったスーパーヒー
ローを論じることにそれほどの意味はないかも知れない。もはや枚挙にいとまもないほどに，ハ
リウッド映画には悪を成敗する正義の使者が登場する。スーパーヒーローたちは，正義の名のも
とで引かれるライフルの引き金のレトリックだが，カイルの記述は，アメリカの歴史として語ら
れ，今も語られつづける，アメリカの物語である。
　「『誤射』という文化」において，イギリスのブルネル大学で社会学や文化を教授するクリ
ス・ロジェックは，2004年 4月アフガニスタン渓谷において 27歳の若さで亡くなった米軍特殊
部隊の一員，パトリック・D・ティルマンの死について問いかける。クリス・カイルとおなじよ
うにアメリカの英雄として，メディアで賞賛されるティルマンの入隊動機は，祖父が真珠湾に従
軍したこと，9.11に自国が襲撃されたことをあげるが，しかし真実はさらに複雑だと言う
（Rojek 9）。公式調査の結果，ティルマンは味方の誤射によって殺害されたからである。
　ロジェックが問題にすることは以下の 7点である。1．どのような男らしさの文化がパトリッ
クをつくりあげ，2．どのようにして国益という文化への緊密な同一化が行われ，3．どのように
して従軍中に感じた戦争への疑いを処理し，4．どのように味方と敵は文化的にコード化され，
認識され，5．どのようにして状況認識は崩壊し，6．どうして軍当局は彼の死を隠蔽し，7．彼
の死を問題にするために反戦運動は何をしたか。これら 7つの問題提起のうちの 1‒6までは，イ
デオロギーとメディア文化の関わりから論じることができる。つまり，ロジェックが問題化する
ものは，ティルマンやカイルを駆り立てた，国や家族を守るために悪を成敗する男の使命と正義
であり，これはレトリックや物語としていくどもいくどもくりかえし現れ，表象されるアメリカ
のイデオロギーである。アメリカン・ウェイ・オブ・ライフであり，これはあるときは新聞に，
雑誌に，ラジオやテレビや映画に，アニメやグラフィク・ノベルや，インターネットやゲームに
ネットワーク化されるメディアとして反復伝播されつづける。
メディアとヒーロー
　メディアは，もちろん媒体にしか過ぎない。しかしメディアはネットワークである。メディア
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は，ちょうど鏡像が主体と他者との差異と同一化を認識させるように，自己を発見させ，しかし
鏡像を越えた現実社会のなかに，主体を配置させる。主体はアイデンティティ構築へと向かうこ
とになるが，ちょうど物語内世界の主人公がそうであるように，ある場所から，さらに欲望を充
足させてくれる理想の場への移動，という差異の連鎖によって意味をつかむことになる。
　フェルマンやカイルが戦場へと向かうのは，そしてそこでコード化されている，と想像される
敵と味方は，繰り返し行われた訓練，軍事シュミレーション，スピーチ，映画などの経験として
記憶し，時空にあって交錯しながら立ち起こる記憶を生きる身体だからである。カーキ色の軍服
は，これらの記憶の交錯として，これらの記憶の経験として身体の皮膚をつくり，メッセージを
放つ。身体は，このようにしてつぎからつぎへとメディア化することを止められないメディア・
テキストである。身体は，生身の肉片だから，撃たれれば動きを休止する。しかし現実の戦場と
いう，もう一つの軍事訓練の場において，記憶を経験する身体は，ライフルの射程内にある標的
を狙って引金をひく。
　たとえば NBCの “Stars Earn Stripes” で共演する，イヴ・トーレスがグラマラスでセクシー
だからではないか。軍のプロフェッショナルとトーレスとの共演は，ショーとしての軍事訓練だ
が，悪とたたかい幸せになるウェスタンの古典『駅馬車』（1939）のヒーローとヒロイン，アン
ジェリーナ・ジョリーやミラ・ジョヴォヴィッチが演じる華麗でセクシーなヒロインたちに重な
るからではないか。カイルの身を包む，カーキー色の服飾が，これらさまざまな物語の交錯を表
しつづける。カイルの身体は，軍事訓練ショーにあって，国や家族を愛し守る英雄としてネット
ワーク化され，時と場所，歴史と国境を超えて，幸福の場へと移動しつづける意味として機能す
る。このカイルの身体に同一化と差異化をくりかえすわれわれがネットワークを構成し，もう一
人のカイル，さらにもう一人のカイルとして登場することを想像し記憶する。
　メディアへの登場は，あるいはメディアとしての登場は，戦う士気をたかめる。そこには同胞
のために共に戦う身体があり，共感を求める音楽がある。オリンピック・メダリストの国歌が，
観戦者と選手の気持ちを一体化させ，この光景にテレビのまえの観衆は同一化する。人びとは国
際的な規模で，戦士への喝采を惜しまない。喝采が，さまざまに交錯しあうメディアのなかで英
雄を仕立てあげる。
　カウボーイか軍人になりたかったというカイルは，米墨戦争（Mexican-American War［1846‒
48］）にあって渦中地域となるテキサス州の出身であることはすでに記述した。テキサスはテキ
サス・レインジャーズはもとより，ハワード・ホークス監督，ジョン・ウェイン主演の『赤い
河』（1948）の舞台でもある。
　ウェインはいわば国民的俳優として知られるが，ウェスタンのヒーローを演じ続けたことが，
その理由の一つであると言えるのではないか。ウェスタンは，Michael Coyne が The Crowded 
Prairie: Americn National Identity in The Hollywood Westernにおいて言うナショナル・アイデン
ティティであり，アメリカの国民国家的イデオロギーのレトリックだからだ。
　『赤い河』は，広島長崎に原爆を投下し，圧倒的な力を見せたアメリカの勝利から 3年後の
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1948年の公開である。舞台はそれから 100年ほど遡る，1851年のアメリカ西部である。折しも，
米墨戦争後の 1848年 2月 2日に調印にされたグアダルーペ・イダルゴ条約から，3年後の時代
設定であり，戦争で勝利したアメリカはテキサス州，コロラド州，アリゾナ州，ニューメキシコ
州，ワイオミング州の一部，およびカリフォルニア州，ネバダ州，ユタ州の全域をメキシコから
譲渡されることになる。
　開拓者トーマス・ダンソン（ジョン・ウェイン）は，自分の牧場を設けるのにうってつけの土
地を見つけ，幌馬車隊の隊長に別れを告げ，グルート・ナディンと自分の家畜である 2頭の牛を
連れて隊を離れ，インディアンの集団に夜襲を受けながらも撃退し，テキサス州のレッドリバー
に向かう。
　ダンソンは移動しつづける。テキサス州へ，さらにミシシッピ，ミズーリへと向かう。カウ
ボーイのダンソンが映画世界のなかの主人公／ヒーローであり，観衆にとって英雄として見える
のは，ダンソンはストーリーを展開しハッピーエンディングに向かって移動しつづけるからであ
る。ヨーロッパ精神をもつ移民から成るアメリカが継承し慣れ親しんできた植民地主義のさまざ
まなレトリックの一つだからである。
　植民地主義は，バルトロメ・デ・ラス・カサスが報告する残虐行為の事だけをいうのではない。
植民地主義とは，インディアンの土地を，暴力的かつ合法的に私有財産にかえ，この土地から収
益をあげるためにアフリカ人を過剰搾取しつづけることによって膨張しつづけてきた歴史的出来
事を，神のもとにおける正義として正当化する国民国家アメリカの力のことである。この力を映
画や音楽という娯楽として貪欲にしかし美的に消費させる文化の力のことである。
　テキサスで生まれ育ったカイルは，映画や歌などのメディアを経験し，テキサスそしてイラク
を舞台に活躍し，映画のプロットを進展させるカウボーイのダンソンにかさなる。そのようなメ
ディア／記憶の断片をコラージュするようにして，カイルは主人公／ヒーローとしての自分物語
をつくっていく。
　映画，テレビ，カントリー・ミュージック，オリンピック会場に鳴り響く国歌，ニュース報道
など，さまざまなメディアは，ちょうどカイルをそうするように，英雄の形をつくりつづけ，正
義を神話化する。
マルチチュードと〈帝国〉― ネグリとハートの『〈帝国〉』と『マルチチュード』
　もし，射撃手クリス・カイルが英雄なら，中世そして大航海時代をへて転移されつづけ，いま
もアメリカで現在化される正義の英雄である。
　しかし，古典的英雄の時代は終焉を迎えたのかも知れない。単一の身体が，マスを代表し統括
するのではなく，自存する主体たちのネットワークが，英雄になりかわりつつあるからだ。この
ネットワークが，国や家族を守り，われわれをハッピーエンディングへと導く潜在力になりつつ
あるからだ。
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　この力をマルチチュードだと，ネグリとハートは言う。
　二人は西洋マルクス主義批判理論の伝統にたつ思想家だが，マイケル・ハートは現在デューク
大学で比較文学を教授する。ラディカルな政治活動として投獄と釈放を経験してきた，フランス
に亡命中のアントニオ・ネグリに師事したハートは，1960年のアメリカ生まれ，ネグリは 1933
年のイタリア生まれである。年齢や出身地の差を越えて展開される二人の議論は，マルチチュー
ドを思わせるほど，差異であることによって連体している。
　『〈帝国〉』「序」の冒頭の文章は，グローバリゼーション，ポストフォーディズムという世界
における〈帝国〉出現を記す，いわばこのテキストの核心である。
Empire is materializing before our very eyes. Over the past several decades, as colonial 
regimes were overthrown and then precipitously after the Soviet barriers to the capital-
ist world market finally collapsed, we have witnesed an irresistible and irreversible 
globalization of economic and cultural exchanges. Along with the global market and 
global circuits of production has emerged a global order, a new logic and structure of 
rule ― in short, a new form of sovereignty. Empire is the political subject that effec-
tively regulates these global exchanges, the sovereign power that governs the world.
（xi）
　〈帝国〉は，いま姿を現しつつある。植民地体制とともあった帝国ではない。〈帝国〉は，経
済文化的交換，市場と生産回路のグローバル化にともなう新しい生産様式 ― 情報，コミュニ
ケーション，メディア，サービス ― へと変化するなかで起こる生産の流動性と分散化のなか，
グローバルな秩序と支配構造として出現しつつある新たな主権である。〈帝国〉は，柔軟でたえ
ず変化するネットワークをとおしてその指令を身体のすみずみにまで行き渡らせる。
The passage to Empire emerges from the twilight of modern sovereignty. In contrast to 
imperialism, Empire establishes no territorial center of power and does not rely on fixed 
boundaries or barriers. It is a decentered and deterritorializing apparatus of rule that 
progressively incorporates the entire global realm within its open, expanding frontiers. 
Empire manages hybrid identities, flexible hierarchies and plural exchanges through 
modulating networks of command. The distinct national colors of the imperialist map of 
the world have merged and blended in the imperial global rainbow.（xii‒xiii）
　領地を〈帝国〉はもたない。境界に依存することはない。〈帝国〉は脱中心で脱領土である。
境界はたえず拡大し開かれていて，そのネットワークとしての指令にハイブリッドなアイデン
ティティと柔軟な階級的秩序，そして複数の交換を管理する。〈帝国〉は国民国家をこえたネッ
トワークという主権である。この〈帝国〉を構成するものはもはや国民や民族ではなく，マルチ
チュードである。
　マルチチュードとは，〈帝国〉を支える創造的力であり，新たな民主主義の諸形態と新たな構
成的権力を創出する。マルチチュードは，物理的な一身体としての英雄ではない。それは時空を
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越えて存在するネットワークでもある。
　Empireの出版は 2000年である。2003年に日本語訳書が出版されるが，これに先立つ 2002年
10月 11日，ノース・キャロライナ州の大学町デューラムにあるテューク大学のオフィスにて対
談が行われた。経済学専門の長原豊による〈帝国〉とは何かの質問についてハートは，いかなる
国民国家をも中心としない世界秩序の確立，さまざまな権力のネットワークを内に含む支配の新
たな形態だと言う。〈帝国〉は，主要な国民国家だけではなく，企業，文化的エリートを組み込
んだ権力のネットワーク，たとえばWTOや IMFなどの国民国家を越えた経済組織，G7，多様
な NGO，トランス・ナショナルな企業が一体となって機能する中心無きネットワークである。
　この〈帝国〉を構成する創造的な力としてのマルチチュードは，1．起源的な意味において権
威への拒絶と自由への欲望であり，権力と支配に反逆する意思である。さらに，2．人民と異な
り，多種多様であり主権的支配不能なもの。3．群衆，暴徒，下層階級は消極的だが，独自性が
一つの集合性をもって行為する状態であり，差異を保ちながら同一行動を展開する。マルチ
チュードの概念は，4．多なるものがみずからの主権を行使しうるため，真の民主主義を実現す
る。5．ゲイ・レズビアンのグループ，宗教団体など，単独性／差異性をたもちつつ，共通性と
多様性という相補的な方向をとる（長原 85‒87）。
　マルチチュードは，しかし，まったく断片化されて社会を構成するのではない。〈帝国〉のう
ちにありながら，潜在的に対抗的な権力になりうるコモンを生産する。コモンは，『マルチ
チュード』（2004）において論述されているように，フォーディズム，ポストフォーディズムと
いう労働から生産される，さまざまな領域にかかわり共有される「生－政治的」（bio-political）
な生産物であり，民主主義の基盤となるものである。
Our communication, collaboration, and cooperation are not only based on the common, 
but they in turn produce the common in an expanding spiral relationship. This produc-
tion of the common tends today to be central to every form of social production, no 
matter how locally circumscribed, and it is, in fact, the primary characteristic of the new 
dominant forms of labor today.（Multitude. No. 115‒20）
　マルチチュードは，植民地主義や帝国の概念の内にある英雄ではない。帝国の英雄を越えてあ
る主体／他者，個別／共同，中心／周辺である。だから帝国の正義は，マルチチュードに相容れ
ない。
アメリカ植民地主義とマルチチュード
　ネグリとハートによると，ラス・カサスは，植民者たちによるアメリカスの先住民の集団虐殺
や奴隷化を目撃し記録したが，それから 200年も時を経た 18世紀末では，アメリカスの支配は，
征服，虐殺，略奪から，大規模な奴隷制生産と独占的貿易という，より安定した植民地支配の構
造へとそのかたちを変えていった。
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　このような歴史の変遷においてヨーロッパの植民地主義を継承したアメリカの一つの障害は，
植民地主義列強から受け継いだ実践としての黒人奴隷制であった。奴隷制は，アメリカの歴史の
始まりにあって，自由な人民を形成するうえで克服不可能な障害だった。国制ともいえる偉大な
るアメリカの反植民地主義的憲法は，典型的な植民地主義的制度を，まさにその中心部において
統合しなければならなかった，とネグリとハートは言う（Hardt 170）。
　さらにモンロー・ドクトリンは，ヨーロッパの植民地政策に対する防衛として提示されつつ，
アメリカスに属するすべての国民をヨーロッパの侵略からア守る保護者の役柄をひきうけるとい
う大義のもとで行われたアメリカスへの夥しい軍事的介入は，「反帝国主義」の衣装をまとった
帝国主義の伝統そのものである（178）。
　反植民地主義を理念にかかげながら分離すれど平等という理念化された植民地主義をはらむア
メリカは，冷戦期における保護者と支配者という両義性をますます増大させる。世界中の国々を
共産主義，つまりソビエト帝国主義から保護するための闘争は，これらの国々を支配し搾取する
ことと区別がつかなくなり，その頂点をヴェトナムへの関与と戦争に見ることができる。だから
ヴェトナム戦争は帝国主義的傾向の最後の契機であり，それ以後，合衆国は文字通り〈帝国〉的
な支配を求めて進むことになる。
　ネグリとハートは，体制の転換期を 1968年 1月のテト革命におくが，よく知られる公民権運
動，共和主義的原理と元来の立憲的精神への回帰，反戦運動，第二波フェミニズム運動，ニュー
レフトなどさまざまな構成的要素の出現が，アメリカを〈帝国〉へと契機づける。
　ネグリとハートは，冷戦がもたらした重要な効果について，それは古い列強の衰退を加速させ，
〈帝国〉の秩序構成における合衆国の主導権を増大させつつ，「帝国主義的世界内部のヘゲモニー
の線を再編成」したことだと言う。もしもこの新しいタイプのヘゲモニー的主導権，つまり〈帝
国〉的プロジェクトが準備されていなければ，冷戦の勝者になることはできなかっただろうと言
う。換言すれば「ネットワーク的権力のグローバルなプロジェクト」が，合衆国の政体構成史に
おける体制を規定することになる。
The United States would not have been victorious at the end of the cold war had a new 
type of hegemonic initiative not already been prepared. This imperial project, a global 
project of network power, defines the fourth phase or regime of U.S. constitutional 
history.（179‒80）
　ネグリとハートの言うように，この権力を行使することの最初の機会が湾岸戦争だとしても，
しかし，アメリカが〈帝国〉へと向かいつつあるとき，この時に行使される軍事力と暴力は，植
民地主義的な帝国の概念を継承する国民国家にとって，報復のベクトルとして暴力を反復する。
遠隔操作される無人飛行機が戦場を視察し，それは国民国家間の戦争とは異なる形をとったにし
ても，9.11という現実，2003年のアフガニスタンやイラクの戦場の暴力という現実がある。
　たしかにマルチチュードは顕在化しつつある。にもかかわらずいまも，戦場にあって人は銃撃
され，血を流し，嗚咽の声は消えることがない。
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　かつてのシール部隊の射撃手，神を畏れるクリス・カイルが，正義のために野蛮人と悪を成敗
すると記すとき，この記述はピューリタン一行を率いてた，ウィリアム・ブラッドフォードの
1620年の記述，あるいは生粋のピューリタンで秀才のコトン・マザーが 1663年に著した “The 
Wonders of the Invisible World” のなかの “The New Englanders are a people of God settled in 
those which were once the devil’s territories ...”（109）となんら変わることはない。カイルの正義
は，政治と宗教が渾然一体となった，十字軍や宗教戦争にみられた正戦や正義や英雄の概念であ
る。
　いやこれはシール部隊に所属していたカイルにだけ取り憑いていた信条ではないだろう。カイ
ルは英雄として NBC制作のリアリティ TVに登場する。テレビ番組を人はただ楽しんでいるの
ではないだろう。リアリティ TVにリアルを共感しているのである。
　カイルの自伝は，オーストラリア，カナダ，ニュージーランド，イギリス，アメリカのハー
パー・コリンズからそれぞれ出版されていること，また日本においても『ネイビー・シールズ最
強の狙撃手』として 2012年に出版されているという，正義のメッセージのマスメディア化や
ネットワーク化のなかで，同一化や差異化によって，観客は感動し自己の文化を再構成するよう
にと行動する。
　紛争や内戦がグローバルに多発するなか，国際関係と国内政治の境界は揺るぎ，軍事活動と警
察活動が渾然一体とするなか，敵はますます抽象化する。テロリストというまるで概念のような，
時空を越えた敵を相手に戦うばあい，ネグリとハートが『〈帝国〉』の続編ともいえる『マルチ
チュード』のなかで記すように，この戦いを正当化するものは，もはや正義しかないのではない
か。近代ヨーロッパの政治思想家たちは，戦争を道徳や宗教的概念と切離すために，十字軍や宗
教戦争のさいに用いられた正義を脇に押しやった。しかしこの正義が，ふたたび蘇ってきた，と
ネグリとハートは言う。戦争がグローバルになればなるほど，敵を倒すための正義が必要になる。
The “just” wars of the late twentieth and early-twenty-first centuries often carry explicit 
or implicit echoes of the old wars of religion. And the various concepts of civilizational 
conflict ― the West versus Islam, for instance ― that animate a strong vein of foreign 
policy and international relations theory are never far removed from the religious 
paradigm of the wars of religion.（No. 395‒400）
　この現状が，まさしく民主主義の危機だとすれば，というのも戦時にあって民主の意思はいつ
も軍事専制的な原則に服従するからだが，はたしてマルチチュードは，戦場にむかわずして民主
主義を獲得することができるのだろうか。
　人種やジェンダーにまつわる差異がない世界を望むのではない。人種やジェンダーが問題にな
らない世界，つまり人種やジェンダーによって権力の階層秩序が決定されることのない世界，差
異が差異として自由に自らを表現できるような世界を望むとき，それはマルチチュードを求める
欲望と重なると，ネグリとハートは言うが，このようにして求められるマルチチュードとは，た
んなる幻想的な哲学的概念にしか過ぎないのだろうか。
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　それとも創造的マルチチュードは，戦場へ向かう正義の物語を脱構築することができるのだろ
うか。戦場を血で染めることを止めることができるのだろうか。
帝国と歴史的被植民 ― 陳の『脱帝国』
　マルチチュードはより概念的であるとすれば，陳の被植民者は，植民地主義の歴史に配置され
るより現実的な身体である。
　陳光興は，現在台湾の交通大学教授で社会文化研究所に所属，カルチュラル・スタディーズの
論客としても知られる。『脱帝国』において陳は，自己の身体的位置の曖昧さについて言う。日
中戦争のさなか，山東省の荷澤の教会堂に身を潜めたという母の心に比べると，陳にとって反日
は抽象的だと言う。
　やがて進歩的な日本の友人たちとの交流のなか，欧米では経験したことのない連帯感をもちは
じめる陳は，沖縄をとおして，あらためて植民地主義とどのように向き合うべきかを問い続ける
ことになる。
　いわゆる思想の問題だと陳は言うが，旧植民地からきた知識人と省察能力のある宗主国の批判
的知識人はどのように繋がり，有効な方法論を発展できるのかと問い，『脱帝国 ― 方法として
のアジア』（2006）において，脱植民地化の方法論を提唱する。
　歴史という概念を導入することによって陳は，ネグリとハートの『〈帝国〉』を批判することに
なるが，それは歴史の運行を理解することにかかわる方法論が受け入れにくいからである。陳は，
ネグリとハートについてつぎのように記す。
欧米の経験ですべての事象を統合しているので，過去の各広域リージョンの歴史の論
理を目下の時空に連結させる，ということができていない。しかして今，世界の各広
域リージョンにおいては結合が徐々に実現しており，新たな変革の流れに積極的に介
入することが可能となっている。その基礎は，歴史において少数派とされていた集団
性である。彼／彼女／彼らの力と主体性は，ずっと帝国主義の実際の権力に制約され，
またそれをモデルとして与えられて来たものである。（陳 46）
　誤読をおそれないで言えば，しかし，ここで陳が問題化しようといることは，もう一つの帝国
をつくるベクトルを構成する危険をともなうのではないか。というのもあらたな変革の流れに介
入することが可能となった少数派は，これまで帝国をモデルにするようにと制約を受けてきたの
だが，いまもなおつづくと陳が言う，植民地主義を越えることができるかどうか疑わしいからで
ある。サイードが「イェイツと脱植民地化」で記すように，脱植民地化のあとに，ただ新しい民
族的用語で繰り返される，植民地主義の物語を再話するだけかも知れないからである。
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境界のアーティスト ― ハッテンドーフの映画『ミリキタニの猫』
　さらに言えば，厳格な意味においてわれわれは，陳が展開するアジアによるアジア研究は可能
かどうかを問わざるを得ない。
　というのもたとえば日本人であるわれわれがすでに，少年少女の頃から英語に接し，インター
ネットを生活の一部にしているからだ。メイド・イン・ジャパンがすでに多国籍であるように，
英語を読んだり教えたりすることを要求される日本人もすでに多文化というハイブリッド身体で
ある。
　ドキュメンタリー映画『ミリキタニの猫』は，ニューヨークに居ながらツール・レーク強制収
容所を表象する，あるいは収容所でともに暮らした猫を描く行為においてツール・レークを再生
産する。このことにおいて映画は，多文化主義であり，ポスト植民地主義であり，グローバルな
視点をもって植民者と被植民者の関係を問い直す，ハッテンドーフ監督のカルチュラル・スタ
ディーズだと言える。
　かつて 3年半収容所経験をした，81歳になるホームレスのミリキタニが，段ボール箱を引き
ずって移動するところから，映画は始まる。ミリキタニの動きもまた領地化である。しかしそれ
は，土地を獲得し支配するためではなく，猫を描くために，ニューヨークソーホーの一画へと移
動するためである。
　ジミー・ツトム・ミリキタニは自己の身体を領地化しない。1920年，カリフォルニア州のサ
クラメントに生まれ，3歳で広島へ向かいそこで教育を受け，18歳でふたたび米国にわたり絵の
勉強をするミリキタニは，帰米，つまり日本人でもアメリカ人でもない，という境界に自らを配
置する身体である。
　米国に渡ったミリキタニは姉カズコの家族とともにシアトルに住むが，真珠湾攻撃のあと，カ
ズコはミニドカ収容所へ，ミリキタニはツール・レイクへ収容される。ツール・レークはやがて
隔離キャンプとなるが，それは，アメリカ政府の忠誠質問にノーと答えたものたちが収容された
キャンプだからであり，ミリキタニもまたノーを言うことによって市民権を放棄した日系アメリ
カ人であり境界に身をおくアーティストである。
　戦後まもない 1950年代初め，ミリキタニは絵を描きつづけるためにニューヨークで生活しは
じめ，1959年にようやく市民権を取り戻すが，収容所で可愛がっていた猫を，路上で描きつづ
ける。ニューヨークを生きるミリキタニの時間は，収容所へと向かう，再現される記憶の時間で
ある。
　2001年のニューヨークである。ひっきりなしにさまざまな人が行き交う場に身をおいて描き
つづける光景は，記憶交錯のレトリックのようにも見える。描かれつづける猫は，断片化された
記憶のコラージュとして現在化され，描きつづけるミリキタニの身体は，グローバル化にかかわ
るハイブリッド身体である。
　1945年 8月 6日，広島に原爆が投下された日，真っ赤な炎から命がけで逃げる人たちをミリ
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キタニは描く。ミリキタニの心象を映像化するかのように，いまやスクリーンには，26万人の
犠牲者だ，という声のなか，ビルに激突し砕ける飛行機の映像が現れ，救急車のサイレンが聞こ
える。映像は，広島の記憶に交錯するニューヨークの経験である。
　映像は，被植民者と植民者によって反復される報復ではない。暴力的にかさなりあい逆転しあ
う支配者／被支配者は，新たな歴史的関係の模索である。
　絵には英雄ではなく猫が登場する。猫の絵を描きつづけるホームレスのミリキタニの直線的で
はない動きが，グローバルなニューヨークにおける，ポスト植民地主義を映像化する。
メディアと出来事
For the moment let me merely say this. Pearl Harbor and September 11, each distinct in 
place and time, have been, and continue to be, endlessly folded and refolded into media 
narratives that, not withstanding their contestation and their variation, lie ready for use 
and re-use in wider projects of representation and mobilization.（Silverstone 63）
　出来事とメディアの関係を，シルバーストーンはここで問題にしている。真珠湾攻撃と 9.11
は，時間と空間において大きな隔たりがある。しかし歴史的に次元の異なる出来事は，不断にメ
ディアへと語り継がれ，さらなる表象と流通のために再利用されつづけるが，やがてこれらの出
来事はコンテキストから離れることによって再コンテキスト化し，歴史的決定から自由になり，
メディアという貯留槽において，善悪という意味を帯びネットワーク化される。
　『ミリキタニの猫』から 1年後の 2007年，『アメリカンパスタイム ― 俺たちの星条旗』は公
開された。脚本・監督は日系三世のデズモンド・ナカノである。
　トパーズ強制収容所を舞台に，日系アメリカ人カズ・ナカムラ（中村雅俊）と妻エミ（ジュ
ディー・オング），その息子レーンとライルの収容所での生き方が，地域に根付く人種偏見との
闘いとして描きだされる。闘いはレトリックとしての野球試合として描出されるが，3対 3で迎
えた 9回裏の攻撃，日系チームのトパーズに送られる声援に「ゴー・フォー・ブローク！（Go 
for broke!）が沸き起こる。“Go for broke!” は，忠誠質問にイエスと答えた日系人からなる第 442
連隊のスローガンである。応援席には，まだ 442連隊に所属する兄レーンが勝敗を見守るなか，
ゴー・フォー・ブロークのかけ声がうねるように立ち起こる。
　『アメリカンパスタイム』が再生産しようとしているメッセージとは何か。すでに 1999年ス
コット・ヒックス監督の『ヒマラヤ杉に降る雪』では，戦争でアメリカのために戦った日系人カ
ズオに殺人犯の嫌疑がかけられ，人種偏見をどのように乗り越えることができるかが問われた。
2001年公開のマイケル・ベイ監督の『パール・ハーバー』では，真珠湾を奇襲した日本人は悪
として表象されることになるが，『アメリカンパスタイム』は『ヒマラヤ杉に降る雪』や『パー
ル・ハーバー』にあって展開される善悪の抗争を前提とし，再現したにすぎない。
　ハッテンドーフ監督の『ミリキタニの猫』は，善悪の境界にある一人の日系人アーティストを
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映像化することによって，支配者／被支配者を国家間関係いおいて固定してしまう植民地主義を
疑い揺さぶる。
英雄カイルのブロンズ像
　2013年 2月 2日のカイルの死をめぐって，さまざまな反響が起こるが，はたしてカイルは英
雄なのか，それともただの射撃手なのか。
　フロリダ州に本拠地をもつ American Patriots in Artの事務局長 Sweeneyは，グレン・ローズ
（Glen Rose）の射撃場で起こったカイルの死を聞き，ブロンズ像にするための手はずを整えた。
Sweeneyは，戦死したアメリカの英雄を讃え，愛国の心をとりもどしたいと，フォックス・
ニュースに出演して語った（“Bronze Statue to Honor American Hero Chris Kyle”）。
　アラスカの元知事であるサラ・パリン（Sarah Palin）もまた，カイルの葬儀に参列し，その勇
気ある行動はいかに多くの人命を救ったかについて弔慰を表するが，しかしオバマ大統領とホワ
イトハウスは，この偉大なる戦争ヒーローを公的に讃えることはしなかった。
　ホワイトハウスに常駐しながらインターネットをとおして活躍するジャーナリストのキース・
コフラーは，軍事力行使には積極的になれなかったオバマにとって，敵とはいえ射程のなかで直
接射殺した男を讃えることには気持ちが落ち着かなかったのではないかと言う（Koffler）。
　アフガニスタンやイラクから帰還した兵士の 3人に一人は，The Department of Veterans 
Affairs（VA）によると，トラウマに苦しんでいるという。カイルを射殺したラウスもその一人
だった。海兵隊員として戦ったラウスは，帰国後職もなく，VA退役軍人病院への入退院を繰り
返した。飲酒運転で 15日間拘留生活を送ったこともある。このラウスの母親が，カイルに助け
を求めた（Time 18 Feb. 2013）。
　同情ではなく，戦場の英雄として，社会にあって価値ある存在として接するべきだと考えたカ
イルは，ラウスを射撃場へと誘い，精神の傷ではなく英雄の誇りを起こそうとしたのだろうか。
　故郷テキサスという現実社会にあって，ラウスは引金をカイルに向けて引いた。
　カイルは英雄として，ブロンズ像として，人びとの心に生き続けるだろう。カイルが物語の主
人公／ヒーローであればハッピー・エンディングへと向かいつづけるはずであった。しかしカイ
ルは生身のアメリカ人である。
　物語のリアリティとは何か。精神的外傷に苦しむ退役軍人に射殺され，妻と二人の子供を残し
て逝ってしまったカイルの生涯は，どのようにメディアへと，表象として，記憶として，経験と
して語られなければならないかが，誠実に問われなければならないのではないか。
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